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船舶事故調査報告書 

 

                              令和２年９月３０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二(部会長) 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 同乗者死亡 

発生日時 不明（令和２年３月２０日 ２３時００分ごろ～２３時１５分ごろの

間） 

発生場所 不明（長崎県長崎市牧
まき

島南方沖） 

事故の概要  プレジャーボート琥
こ

陽
はる

は、東進中、同乗者が落水して溺死した。 

事故調査の経過  令和２年３月２４日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート 琥陽、５トン未満 

 ２９０－３８３１９長崎、個人所有 

 ５.６５ｍ（Lr）×１.９０ｍ×０.５１ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、４４.１０kＷ、平成３年５月２日（新造） 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６４歳 

 二級小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成２７年１１月１７日 

  免許証交付日 平成２７年１１月１８日 

         （令和２年１１月１７日まで有効） 

同乗者 男性 ５３歳 

 死傷者等 死亡 １人（同乗者） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、無風、視界 良好 

海象：海上 平穏、水温 約１６℃ 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、友人である同乗者１人を乗せ、牧

島南西方沖で釣りを終え、令和２年３月２０日２２時４５分ごろ係留

地の長崎県諫早
いさはや

市田結
た ゆ い

港に向けて帰港を開始した。 

 本船は、船長が操縦台で立った状態で手動操舵により、牧島南方沖

を１３～１４ノットの対地速力で東進していた。 

（写真１参照） 
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            写真１ 本船 

 

船長は、２３時００分ごろ同乗者が、前部甲板で釣り具の後片付け

を終え、操縦台の左舷側を通って行く際、声を掛けたが返事が無く、

後部甲板に向かった姿を見た。 

船長は、約１分後に後部甲板を見渡すと同乗者の姿が見当たらなか

ったので、落水したと思って航走波をたどって引き返した。 

 船長は、２３時１５分ごろ牧島南方沖でうつ伏せの状態で浮いてい

る同乗者を発見し、本船に引き上げて心肺蘇生を行うとともに携帯電

話で家族に連絡し、田結港に帰港した後、同乗者の心肺蘇生を行いな

がら１１９番通報した。 

同乗者は、救急車によって病院に搬送され、溺水の吸引による窒息

と検案された。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項  本船の後部甲板のブルワークは、甲板上高さ約２５㎝であり、操舵

室の両舷に手摺りが設けられていた。 

 本船は、本事故当時、東方に針路を保持し、急加速及び急旋回をす

ることもなく、また、浮遊物との衝突などもなかった。 

本船は、船長が４年前に中古で購入し、同乗者が年に約１０回乗船

した経験があった。 

 船長及び同乗者は、本事故当時、釣りをする際は、救命胴衣を着用

していたものの、帰港する準備を行うときに動きづらく、釣り場から

係留地まで近かったので、航行中に着用していなかった。 

 同乗者は、発見された際、防寒着の上下、長靴を着用しており、防

水型の携帯電話を身に着けていた。 

同乗者は、ふだん航行中、操縦台で操舵している船長の横で立って

話をするか、または、後部甲板で着座していた。 

 同乗者は、本事故当日、健康状態は良好で、持病などはなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 

不明 

不明 

なし 
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 判明した事項の解析  同乗者の死因は、溺水の吸引による窒息であった。 

 本船は、牧島南方沖を東進中、船長が２３時００分ごろ後部甲板に

向かって操縦台の左舷側を通っていく同乗者に声を掛けた後に同乗者

が落水したことに気付き、２３時１５分ごろうつ伏せ状態で浮いてい

る同乗者が発見されたことから、この間において、同乗者が落水して

溺水したものと推定されるが、船長は同乗者が落水するところを目撃

しておらず、それらの状況を明らかにすることはできなかった。 

原因  本事故は、夜間、本船が牧島南方沖を東進中、同乗者が落水して溺

水したことにより発生したものと推定される。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・航行中、暴露甲板を移動する際、足元の障害物に注意し、手摺り

や固定部を確実につかんで身体の姿勢を確保するなど、十分に注

意して落水防止に努めること。 

・小型船舶の暴露甲板では、救命胴衣の着用を徹底すること。 
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付図１ 事故発生場所概略図 
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